
児童・生徒・学生の部 1 

１ 応募者概要   

団体名 
（ふりがな： よこはましりつこづくえしょうがっこう                                          ） 

 
       横浜市立小机小学校 サクラソウプロジェクト 

代表者の 

役職・氏名 

（ふりがな：すずき やすし        ） 

会員数 
（令和元年１１月現在）    

約 200 名     
 （役職）    （氏名） 

校長         鈴木 康史 

ホームページ 

アドレス 

 https:// 

www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/kozukue/ 
活動開始年月  昭和 ・ 平成   ２１年  １月   

活動範囲 

（複数選択可） 
１ 学校内          ２ 学校外（  新横浜公園                          ）  

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

 ４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                           ） 

活動の目的や

ねらい 
 準絶滅危惧種のサクラソウの自生地の復活を通した、環境保全への意識付けと地域理解  

過去に受けた表彰

および受賞年度 

（例）横浜□□賞（平成○年度） 
 

    

２ 最近３年間の主な活動 

 
活動・取組・イベント等の名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容  

平

成

29

年

度 

サクラソウでつなぐ小机小学

校と新横浜公園のプロジェク

ト 

小机小学

校５・６

年生、新

横浜公園

ほか 

約 200 名 

 学校としての取組体制の見直し。 

 ６年生の一人一鉢育成（通年） 

 ４月 新横浜公園でサクラソウの自生状況の観察 

 １月 公園岸辺へのサクラソウの植え付け 

 ２月 ６年生から５年生への根の移管 

 

平

成

30

年

度 

サクラソウでつなぐ小机小学

校と新横浜公園のプロジェク

ト 

小机小学

校５・６

年生、新

横浜公園

ほか 

約 200 名 

 ６年生の一人一鉢育成（通年） 

 ４月 新横浜公園でサクラソウの自生状況の観察 

 １月 公園岸辺へのサクラソウの植え付け 

 ２月 ６年生から５年生への根の移管 

 プランターに植えたサクラソウを商店街に置く 

 

令

和

元

年

度 

サクラソウでつなぐ小机小学

校と新横浜公園のプロジェク

ト 

小机小学

校５・６

年生、新

横浜公園

ほか 

約 200 名 

 ６年生の一人一鉢育成（通年） 

 ４月 新横浜公園でサクラソウ

の自生状況の観察 

 

 

 

 

 

 【応募用紙】 
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新横浜公園での自生確認の様子 

 １２月 サクラソウの根掘出し 

 １月予定 公園岸辺へのサクラソウの植え付け 

 ２月予定 次年度に向けて根の移管 

 

３ 地域との関わり 
 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容  

学内の生徒

等や教員、 

保護者との

関わり 

サクラソウプロジェクト 

５・６年生 

教職員 

地域コーディネーター 

 ６年生の一人一鉢育成（通年） 

 ４月 新横浜公園でサクラソウの自生状況の観察 

 12 月 サクラソウの根の掘り出し 

 １月 公園岸辺へのサクラソウの植え付け 

 ２月 ６年生から５年生への根の移管 

 

自治会・

町内会と

の関わり 

 

 

 

 

  

学外団体

との関わり 

小机小学校学校支援運

営委員会 

「新横浜公園に桜草の水

辺をつくろうプロジェクト」 

地域コーディネーターが窓口となり、（公財）横浜市体育協会公園管理局

「新横浜公園市民活動支援事業」の助成を受け、新横浜公園を活動場所

としたサクラソウの群生地の創出により、希少種の保護と自然豊かな公園づ

くりという観点から、「環境」「自然」の分野において貢献する。 

 

企業等と

の関わり 

 

 

 

 
 

行政との

関わり 
   

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

横浜さくらそう会 

（会長：三宅修次） 

 

 

新横浜公園と共同でサクラソウの自生拡大を始めた。小学校 5 年の国語の

教科書に「サクラソウとトラマルハナバチ」という説明が載っていた（H17～

22）ので、学校と共同的な活動を願い地元の学校に声をかけた。本校以外

にも一時共に取り組んだ学校があるが、現在は本校のみである。サクラソウ

の苗の提供や会長の三宅氏から移植に関するレクチャーを受けている。 
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４ 団体の発足経緯、活動を始めたきっかけ 

 

 かつては春先にピンクや白のかわいい花を咲かせるサクラソウの自生地だった鶴見川流域も、防災や開発の

ために大半が消えてしまった。「小机」と名の付く種もあったが、一部の愛好家が保護している状況であった。

2009 年１月に公園管理者と横浜さくらそう会が企画して「新横浜公園さくらそう自生地復活プロジェクト」

が始まり、本校５年生が約 150 株の苗を育て、春に新横浜公園内に移植することでかつての湿地や農地だった

ころの風景の復活を願って始められた。 

 「小机」という地元種に活用することはできないが、洪水で流されては自生地を広げる特性をもつサクラソ

ウが、再び岸辺を彩る願いの実現を目指していた。 

 

 

５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

 

 「鶴見川は暴れ川」と小机小学校の児童に染み込んでいる。それは、鶴見川

や新横浜公園（遊水地）、鶴見川流域センター(国土交通省)を学区にもち、子ど

もたちにとって身近な存在であることと、そこでの豊かな体験活動と専門家と

のかかわりによるものである。本プロジェクトをとおして、かつての川の様子

を慮りつつ、サクラソウの災害にも強い特性を感じる機会をもつ必要がある。 

 準絶滅危惧種であるサクラソウの自生の手助けという、地道ですぐには結果

の見えない活動であるが、岸辺の彩を求めて新横浜公園を訪れる方もいる。地

域を理解し、地域に愛される子どもの育成を目指し、取り組んでいる。 

  

 この取組により、地域の公園である新横浜公園と岸辺としての鶴見川への関心を高めることができている。また、

５～６年生で引き継ぐ活動であり、学校の最上級生としての継承の一つの機会となっている。 

 大雨や浸水等もあり、自生地が目立って拡大しているというところではないが、春に公園を訪れた時にサクラソウ

を目にし、環境を守るという意識を新たにしている。 

 

【参考】 

新横浜公園スタッフブログ サクラソウ前線 https://www.nissan-stadium.jp/blog/cat4/ 

小机小学校 HP 小机日記 https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/kozukue/index.cfm/1,2608,44,194,html 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 
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６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

  

 11 年目を迎える活動であるが、８年目を迎えた平成 29 年には、活動の継続に課題が持ち上がった。どんな活動で

もそうだが、異動等により立ち上げたメンバーが減るにつれてトーンダウンをしたり、外部指導者の高齢化などが起

きたりするが、本活動でも学校内外に同様の課題が生じた。「横浜さくらそう会」主体で学校が協力する形であった

が、「新横浜公園さくらそう自生地復活プロジェクト」を運営していくことも難しくなってきた。 

 そこで、職員会議で「地域コーディネーター」による学校支援運営委員会を置き学校外で連携して、児童や教職員

が活動に専念できるようにし、「新横浜公園に桜草の水辺をつくろうプロジェクト」として、持続可能な体制を構築し

て３年になる。ラグビーワールドカップ™で広く知られるようになった通り新横浜公園自体が遊水地の機能をもち、

地道に自生地を広げていくことが必要な活動である。新しい学習指導要領の完全実施を次年度に控え、カリキュラム

全体を見直す時期であり、今後の実施学年の変更なども含め今年度末に検討を予定している。しかし、これまで継続

してきた活動の意義を理解することが、環境や地域について学ぶ貴重な機会であると考え、今後もゆったりと継続し

ていく。 

 

 

７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体

的に記入してください。 

 

小机小学校では、２年生では新横浜公園の協力を得てサツマイモ・サトイモの植え付けと収穫、４年生では鶴見

川流域センターの協力を得て「水と緑の教室」での流水や生物観察の体験、新横浜公園での全校遠足での縦割り（学

年を超えた）活動など、地元の貴重なフィールドとして鶴見川と新横浜公園にかかわっている。関わり深い新横浜

公園で、10 年を超える期間にわたり準絶滅危惧種の自生地拡大への取組を行っている。時代が移り行く中で、地域

に貢献する活動として新たな枠組みの下でも３年を経て、今後の継続に向けて、改めてこの活動の意義を価値付け

たい。 
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【参考資料】 

 

●新横浜公園スタッフブログ  
サクラソウ前線 https://www.nissan-stadium.jp/blog/cat4/ 
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●小机小学校 HP 

 小机日記 https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/kozukue/index.cfm/1,2608,44,194,html 
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●小机小学校学校支援運営委員会の取組紹介 

 

 

 


